
平成27年度 病床機能報告の結果（各医療機関の病床数等） 資料３－２

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟中等 報告なし 全体

弘前市 独立行政法人国立病院機構弘前病院 342 342

弘前市 弘愛会病院 54 30 84

弘前市 弘前市立病院 214 36 250

弘前市 弘前脳卒中・リハビリテーションセンター 79 169 248

弘前市 医療法人元秀会弘前小野病院 46 47 93

弘前市 津軽保健生活協同組合　健生病院 4 218 60 282

弘前市 公益財団法人鷹揚郷腎研究所弘前病院 109 109

弘前市 弘前記念病院 171 171

弘前市 弘 前 中 央 病 院 154 20 174

弘前市 弘前大学医学部附属病院 597 597

弘前市 鳴海病院 87 31 118

弘前市 弘前メディカルセンター 96 41 137

黒石市 黒石市国民健康保険黒石病院 251 39 290

黒石市 一般財団法人双仁会黒石厚生病院 213 213

平川市 須藤病院 60 60
南津軽郡藤崎町 ときわ会病院 68 46 35 149
南津軽郡大鰐町 町立大鰐病院 60 60
北津軽郡板柳町 国民健康保険板柳中央病院 55 32 87

小　計 601 1,799 358 571 80 55 3,464
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高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟中等 報告なし 全体

弘前市 いちろうクリニック 8 8

弘前市 おおた眼科 5 5

弘前市 おおはしクリニック 11 11

弘前市 しらとりレディスクリニック 19 19

弘前市 たかはし内科胃腸科小児科 19 19

弘前市 レディスクリニックすごう 12 12

弘前市 伊藤眼科 3 3

弘前市 医療法人　陽明会　佐藤内科医院 19 19

弘前市 医療法人一美会一戸眼科医院 7 7
弘前市 医療法人希祥会弘前温泉養生医院 19 19

弘前市 医療法人吉祥会吉田クリニック 16 16

弘前市 医療法人施仁会産婦人科麻酔科弘前さくらクリニック 9 9

弘前市 医療法人社団クロース・トゥ・ユーESTクリニック 19 19

弘前市 医療法人社団クロース・トゥ・ユーESTクリニック2 19 19

弘前市 医療法人成心会なりた内科クリニック 15 15

弘前市 医療法人聖誠会石澤内科胃腸科 19 19

弘前市 医療法人千葉胃腸科内科医院 19 19

弘前市 よしだ耳鼻科・小児科 6 6

弘前市 医療法人市川整形外科クリニック 19 19

弘前市 一般社団法人慈育会福士医院 19 19

弘前市 岡本内科医院 19 19
弘前市 下田クリニック 16 16

弘前市 加藤眼科クリニック 3 3

弘前市 関医院中津軽診療所 19 19

弘前市 菊池医院 19 19

弘前市 近江整形外科 19 19

弘前市 弘前城東医院 5 5

弘前市 今村クリニック 19 19

弘前市 佐藤外科 17 17

弘前市 佐藤内科小児科取上医院 18 18

弘前市 坂本耳鼻咽喉科医院 8 8

弘前市 小堀クリニック 19 19

弘前市 松本眼科 6 6

弘前市 成田眼科クリニック 7 7
弘前市 西弘前クリニック 18 18

弘前市 青山バースクリニック吉田産婦人科 19 19

弘前市 早川内科肛門科 19 19

弘前市 大町内科クリニック 7 7

弘前市 沢田内科医院 19 19

弘前市 田村泌尿器科医院 14 14

弘前市 藤盛医院 10 10

弘前市 副島胃腸科内科 19 19

弘前市 工藤医院 19 19

弘前市 畑山医院 19 19

弘前市 北都クリニック 14 14

弘前市 医療法人楽清会さがらクリニック 19 19
弘前市 あらいこどもクリニック/眼科クリニック 4 4

黒石市 あしたばの里黒石診療所 19 19

黒石市 医療法人済寿会寿町クリニック 19 19

黒石市 田村眼科 10 10

平川市 阿部医院 10 10

平川市 菊池医院 19 19

平川市 ふくしまクリニック 19 19
南津軽郡藤崎町 むらさわ内科クリニック 19 19
南津軽郡藤崎町 医療法人博仁会福井診療所 19 19
南津軽郡田舎館村 津軽三育医院 19 19
北津軽郡板柳町 野宮医院 17 17
北津軽郡板柳町 渡部胃腸科内科医院 19 19

小計 0 459 86 169 108 43 865
601 2,258 444 740 188 98 4,329
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在宅医療等710人・・・慢性期病床換算では772床

※ 医療需要は病床数に換算した値。
＜換算に係る病床稼働率＞
国の基準に基づき、「高度急性期」75％、「急性期」78％、
「回復期」90％、「慢性期＋在宅医療等」９２％（慢性期の値）
を活用

１．H27病床機能報告の病床数4,329床は平成
37年における必要病床数3,139床から1,190
床多い。
２．平成37年における「慢性期＋在宅医療等」の
患者の医療需要は1,239床分と推計。
３．このうち慢性期の必要病床数は467床であり、
残る772床分は在宅医療等による対応の促進
が必要となるが、その患者数は772床×92％
（慢性期の病床稼働率）＝710人と推計される。
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